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イーゴリ遠征諒

木村彰一訳

まえがき

ととにかかげる「ィーゴリ遠狂言軍J<<Slovo 0 polku Igoreve>>の試訳υほ，著名怠ス

ラヴィスト RomanJakobson iJ三， 1948年に，ピザンツ学者 HenriGr毛goire，歴史家

Marc Szeftelと協力して，ニューヨークでtf)Llと校訂本のテクストによ司たもので，

「節J(くくverse>>)のわけか?とや番号づけもとの本のをそのまま踏襲しまし売。本の表題は

次のとなりです LaGeste du Prince Igor'. Annuaire de l'Institut de Philologie 

et Histoire Orientales et Slaves， t. VIII (Ecole Libre de Hautes Etudes a New 

York及び、 Universit毛Librede Bruxel1es)。ただし Jakoちsonの校訂し?とテクスト

(pp. 38ー78)ほ， R. Poggioliのイグリア語との対訳本 Cantaredel1a gesta di Igor 

(Giulio Einaudi editore， 1954)にも， apparatus criticusだけをのぞいてそのまま収

めちれていますが (pp.88-196)，弱者の簡にほほんのわ宇か主主がら異需があちますので，

そういう場合にほ出張年代の新しいイダリア菩対訳本のテグストの方を採用し売ととを訟

ととわりして告きます。

Jacobsonたちの LaGesteは，治そらくある種の政治的理由かち，ソヴェートの学界

ではおま担問題にされてい左いようですが2〉， とれが今までに出先多くの「ィーゴり遠征

誇jの研究の中でも出色のものの一つであるととはたしかです。周知むように，元来はプ

ラyスの Andr毛Mazonの「イーゴリ遠径謹J疑作説おにとたえるために準犠されたも

のですが，ことに収ゐちれ?と Jakobsonの劃期的主研究論文 <<L'authenticitるduSlovo)> 

ぼ，ずるどい詩人的主直観と，務にみる豊宮友学殖を従壌に駆復して，従来疑問ξされ?と

多くの箇f9rfと独自の新しい解釈を下し，とれによりて Mazonのもともと根拠薄弱左説を

完J書左いまでに打ち破っアとのでした。 Jakobsonの解釈のあるものに対してはもちろん異

論も事るととでしょうがへ そのひとつひとつが今後の古代ロシア研究の進展に応じて充

分に考慮される鵠値が重うるととは， La Gesteの学問的注水準の高さからいって疑いのた

いととろであると思われます。

り ここにのせるのは全体の約三分むー弱で，残ちはこの雑誌の弐の号に出るはずになっていま
す。

2) さいき/レポーラシドで出版された srowo0 wyprawie Igora， w opracowaniu A. Obr宅b-
skiej-]abYoIlskiej， Warszawa， 1954ではかなり広範題に科用されています。
3) A. Mazon， Le Slovo d'lgor (I-IV)， Paris， 1940，及び LeSlovo d'lgor (V -VI)， Revue 
des Etudes Slaves， XXI， 1944， 5-45を参買のこと。なおR.Jakobson， The Puzzles of 
the Igor' Tale on the 150th Anniversary of its First Edition，“Speculum'二Vol.
XXVII， No 1， 43 ff.， Cambridge， Mass.， 1952は Mazonの scepticismにたし、する著者の

最後的な回答と見ることができます。

4) La Gesteにたし、する批評は，出版時非常にたくさん出ましたが，ここではA.Stender-Peter-
sen， The Igor Tale，“Word "， IV， 143妊.New York， 1948とM.WoItner， Die altrussische 
Literatur im Spiegelbild der Forschung， 1937-1950， Zeitschrift fur slavische Philologie， 
XXI， 173丘 Heidelberg，1952だけをあげておきます。
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観訳にあた司ては， LaGesteに入っている Jakobson自身の現代ロシア語訳， Gr・egoire

のブラγス帯訳， Szeftelの註釈，更に Poggio1iのイダリア語訳， V. P. Adrianova-

Peretcが監修してソ同盟科学アカデミーから出した校訂本1)にの司ている D.S. Lixaとev

の現代署訳などを参照しました。叉措辞の点で、は神西清さんの文語訳わから教えられた点

が少〈たいととをなととわbして，感謝の意を表したいと思、います。

危な註は，訳者自身の研究が未だ足りませんので， La Gesteの著者たちの考えを紹介

するととを主にし，異説をすべてあげてその適否を論守、るというようたことは故意に避け

たつもりですわ。

オレークの擦，スヴャトスラーフの子，

イーゴリの征旅の物語

1.はらからよ，かのイーゴリの，スヴャトスラ{ブの子，イ{ゴりの，苦難にみてる征

旋の物語は，すぎし普のととばもて諮りいすτるとそふさわしい。

2. さはあれ，われち，との歌をぽ，今の世のまととのままにはじめよう。ボヤーンのひ

そみにはたちはやに。

3. げに，かの神人ポヤーン，ひとのほめ歌つくろうとすれば，そめ告もいは木々をつた

い，灰色主主せる給公かみのごとく地をはしれぬれ羽色注すわしかとばかり雲の下を

とんだ。

4. み宇、から日〈ーありし世のいくさのさまをしのび、つつ，十羽めたか，白鳥の群にはな

1) Slovo 0 polku Igoreve， pod redakciej V. P. Adrianovoj-Peretc， izdatel'stvo Akademii 
Nauk SSSR， Moskva-Leningrad， 1950. 
2) 河出書房版，世界文学全集古典篇， XXVII，東京， 1954. 

3) 本文の註に出る略字の意味は弐のとおりです。
P=1800年出版の初版 (editioprinceps)。

A=1795/6年に EkaterinaIIの為につくられたコピー(し、わゆる ekaterininskajakopija)。

J =R. Jakobson校訂のテグスト (LaGeste du Prince Igor'， pp 38-78，ないしR.Poggioli， 
Cantare della gesta di Igor， pp 88-196)。

本文の註
1. rイーゴリJ-Igor'Svjatoslavic， 01eg Svjatoslavic (“Gorisla vic ")の孫， Novgorod-

v 
Severskijの公(1179-1198)，後にじernigovの公 (1198-1202)。

2-3. rポヤ戸シJ-Bojan.r神人」と訳した原語は ve記ijr予言の力をもっJr魔力のあるJ=
“devin， prophetique， sorcier" (La Geste， 341). Bojanの名は，平くからロシアのみならず

チ z 叩グ，ポ{ランド，南スラグ諸族の聞に用いられていますが， Turc諸語のbajan=“rhap-

sode， enchanteur"からの借用語ではないまでも，語形意味ともに，その影響をうけているこ
とはたしかです。 CremonaのLiutprand(920-972)の年代記に出てくる，魔術によって「お

おかみやその他の動物にただちに形をかえることができた」というブノレガ Pアの王子 Benjamin
の名が Bajanusとなっていることも決して偶然とは思われません (LaGeste， 339 ff，及び K.
H. Menges， The Oriental Elements in the Vocabulary of the Oldest Russian Epos， 
The Igor' Tale， Supplement to“Word "， Monograph No. 1， New York， 1951， 16 f.参
照)。なお Slovoの冒頭の部分とヒザシヅの KonstantinManassesの竿代記 (ca.1144)の一
節とのいちじるしい類似 (SIovoの詩人が Bojanを引合に出したように， Manasses は自らを
Homeros にくらべています)については，すでに A.Orlovも指摘していますが， La Geste， 
291 ff.はこの類似の意味するものが何であるかを更にくわしく論じています(ほかに R.Jakob-
son，“Speculum"， Vol. XXVII， No. 1.， op. cit. 62 f.参照)。

4. rそのたかのとらえし白鳥JJ KOTOpoHI (P A KOTOpnI貧)，l(OTe可ame の KOTOpnIlIは KOTOpnIも
(Gen. sg. fem.)ととるべきです (LaGeste， 7， 150)。
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てぼ，そむ?とかのとちえし白鳥，まっさきかけて歌をうたった。

~.まととは，はちかι ょ，ボヤーγは十~のたかを白鳥の群には主主 η たのでは1:;.¥;， 0 神

通力あるその指がいのちある絵にふれるや，弦訟のァ夕、から鳴ちいでて，公たちのほま

れをかたでたのだ。ーーそのかみのヤロスラーブの，またヵソ{クの軍兵どもの面前

でレデージャをたなしたいさましいムステラーブの，あるは叉スヴャトスラーブの子，

美丈宍ロマーγの設まれを。

6. はちからよ，では辻じめよう，そのかみのずラジーミノしかム，iととろかぬ鶴勇もて沿

のが知恵をためし，たけきいさなしもと告のがJむをといだ今の世のイーゴリまでめ，

との物語を。

7. かのイーゴりこそ，雄心ゃみがたしロシアの冨のため，たけきうわものどもを引具

して，ボーログェツの地{て攻め入ったのだ。

8. その時，イーゴ九あま照る自かげをうちあ:ioぎ，そこより発するく九やみ，主主べて

のつわものどもを押しつつむのを見?と

9. して，イーゴリほ，従士ちにむかい，かく言っ売。

10. (<わが段ちかち在る従士ちょ! 生きてと Pうわれの身と左るよりは，散のやいtfにかか

って果てるとそわれムがのぞむととろ!

11. はムフらちょ，いぎ去のがとし殺需を駆って，水あむきド γの流れを見に行とう!>> 

5. rそのかみのヤロスラーフの…JヤTUl川町 HpOC.lfaBy' . .) ~、下，この節のおわりまでの部分は，
河知のごとく， PAとも 4のおわりにあります。 Jがこの部分そここへ転置したのは「この方
が掠諮がととのうし，それに Zadon記inaのすべての versionがこの転買を支持ずるからjtご
と云います (LaGeste， 81)。

「ヤロスラーフJ-Jaroslav Vladimirovic (“立udryj")， Kievの公付1054).

「ムスチスラーフj-MstislavVladimivovic，前者の兄弟，とernigov及び Tmutarakan'の

公{十103針。この公と Kasogi(じerkesyの一部長)の将 Rededjaとの 4 騎討ちについてのヱピ

ソードは Ipatij年代記 1022竿の項(除村吉太郎訳「ロシヤ年代記」第3版，東京， 1946， 103 

f.)にのっています。

「ロマ F ンj-RomanSvjatoslavi~ ， Tmutarakan'の公 (t1079)， Jaroslav Vladimirov誌
の孫。

6. ずラジーミノレ-Vladimir 1 Svjatoslaviるけ1015).

。Tも CTapuroBJ1aぇl:IMepa瓦oH亙廷も羽田1'0TIropH一司じような formulaが Zadon記ina及び

Slovo 0 pogibeli russkija zemliに発足されることはすでに古くから注意されていますが，

Jakobsonはこの三つの箇所を比較検討して， Slovo 0 polku Igoreveでは，元束。T'hcTaparo 

B瓦a，lI;tiMepaと，その前の nOBもCTbciむとの毘に[羽田Jne60品3Hb砲担3e抗 o3eM五位 PYCKI)可と

いう句があったのではないかという仮設を立ていますつもしそうだとすれば，冒頭かじん)HhI-

E色illHfiroo ropfi迄は英語ならぽ Letus begin， then， brethren， this tale [for the anxiety 
of the Princes for the Russian land has endured] from Vladimir of old to Igor of our 

dayというふうに訳されるわけです(記 Jakobson，"Speculum "， XXVII， 1， op. cit. 60 f.)o 

「おのが知芸をためしj-J(=P) HeTHrHy y!¥lb (A Y叫)=立CKyCIVIy!¥f (La Geste， 182).なお

A. ObrEbska-JabfoIlskaのポーランド語訳 (Sfowo0 wyprawie Igora， 112) 七同じような

解釈をとっています(“ zahartowafumysf ")。

7. rボーログヱヅの地j-zemljaPoloveckaja. Ipatij 年代J記 1152 年の項〈除村訳詞掲~[r 386) 

によれゴ Volgaと Dneprの間のステ叩プを指すようですが， Slovoでは J18が示すように

Sulaそ境としてその西が「ロシアの国j“zemljaRusskaja "，その東が zemljaPoloveckaja 

と考えられています。

8. rそこより発するくらやみJ-1185年 5月 1日水躍目の日食そ指しますc
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12. 公の心は港整に燃え，大ドンにまみえんとの悲頴に，天の凶兆も色あせるばかれ

13. ととばをついで， (<ロシアの子らよ。余は汝らとともに，かのポ{ロヴェツの塁手末に

槍を折ろう。わがかぶとに汲んで、， ドンの水をのみtますか，さらす=誌かし ζ にわがと

うぺをさらずのだり

14. ああ，ポヤーγ，と沿い昔の夜うぐいす。もし汝，夜うぐいすよ，心の木々をとび、か

いつつ，かの勇士らがいくさのさまを歌いし左らば。もし汝，今ol量のまわ与 にほぎ

歌編みつつ，知恵もて雲の下をかけ払あるは叉，野をと免，山をめざして， トロヤ

ンの道をはせ行きし主主らば。

15.かむ人の孫は，イーゴリむ涯まれを，かくも歌うぺきだろうか。

16. ((ひろ野をとえてとび、行〈は， あらしに追わるるたか主主らす事。 群君主せるからす，大ド

yへとひたに走る))

17. ある段叉， "/J~ <も歌い出一言、ぺきか，神人ポヤーン，ヴェレスの孫よ。

18. (<馬はスラーのか左売にい左左き，かちどきの声はキエアにとどろく。 らっばはノー

グゴロトに7とか左L 旗とるし辻プチーヴワに立つ。イーゴ九愛弟プセーヴ才ロト
を待つ》

19.荒れ宇プセーヴォロト辻，イーゴリにむかい，か〈言った。

20. (<売だひとり主主るわが段ちから， アとだひとつ在るわがあかるきひかり，汝イーゴリ。

われらな二人左がらスヴャトスラ{プが血をうけし一子。

21.ほちからよ，いざ駿馬記鞍告げ。

12. r公の心は渇望に燃えj-J(=P) CI冷却組.H3DyMb (A yM吟 IIOXOTH=υGp3五 YKHJl3J1 P郡阿

B IIIiIJIK0l'11 meJIRHHH (La Geste. 182).却ち CIIaJIRは C組制御庄の aorist と解する訳です (La

Geste. 240， R. Jakobson，“Speculum"， XXVII， 1， op. cit. 51) 

14. fトロヤジの道をJ-s'I>TpOIIy TpOHHD.周知のごとし古くから Slovo研究者たちの頭をな

やまし続けている箇所の一つ。 M.Szeftel (La Geste. 101 f.)は A.Veselovskijの説をと

り， tropa Trojanja は fTroia入の地域に至る道jの意味に解しています。ブラシクの竿代

記の一つ“Gestaregum francorun"は， Azov海沿岸に Troia人の子孫がし、たとしており，

Veselovskijはこの記事を， Polovcyのくる部l二 Donec流域[ごし、た Turci(ないし Torci)

の名が Homerosの伝説の Teucriと混同された結果だと考えました。更に LaGesteによれ

ば，アラピア人の地理学者 Idrisiが 1154年につくった世界地図 ChartaRogerianaには，

Dneprと Donの間の fPolovcyの地Jt二Troiaという町がのっているとt， '~、ます。これらの

事実を考えあわせるなら， Slovoの作者が Torci(.=Teucri)のことを知っており，旦つまた昔

後らがし、た地方を舞台とする 1185年の不幸な戦いの物語の中で，もう一つの悲劇的な戦い，即

ち Troia戦争のことを想い出しつつ， tropa Trojanjaということぽを使った， と考えでも

あながち無理ではないだろう，と Szeftelは考えています。{従ってまた， J 57 Cos'fH (P A Bos'IH) 
TpOlIHHも， La Gesteは当然 rTroia戦争」と解するわけです。)

15. fカミの人の孫j-JTOro sHy可.日、の人Jは Bojanを指し，従ってその「孫」は， f後継者Jf弟
子jの意味に解されます (LaGeste， 102)。

17. fグz レスj-Veles (又は Volos)，家畜と詩の神。ギリシアの Apol1onを想起させます。

Lavrentij年代記 907年の項{徐村訳前掲書 27)にその名が出ています。

18. fスラーj-Sula，Dneprの支流で，この河は前述のように Slovoでは zemljaRusskajaと

zemlja Poloveckajaの境界線になっていました。

「ノーグコロトj-Novgorod -Severskij. 

「プチーグ1)j-Putivl'， Desnaの支流， Sejmにのぞむ町。 Igor'の長子 Vladimirがここに

君臨していました。

「フセーずォロトj-VsevolodSvjatoslavic， Igor'の弟， Kursk， Trub~evsk の公 (t 1196). 
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22. わが馬な，辻やクールスクのほと bにて鞍立なかれ売るぞ。

23. してわがクールスクの郎党は，音にきこえたつわものぞろい。らっばの下でむつきに

つつまれ，かぶとの下のゆりかごに怠むり，按の抵さきで物くらはされ売る者ども。

24. いやとの道，い守、ちの差益とて，知らねくま悲し弓をはり，えてEちをひちき，つるぎ

をといで，今や者そしと出障を待つ。

25. 野を試せめぐるあちさまほ，灰色友せる託金7かみにとと友らやっわれとそば，訟のが

名をあげ，公の段まれをかがやさんと， ，1:やりに法やる》

26. かくてぞ，イ{ゴリ公，とがねのあぷみにもろ足かけ，ひろ野をのぞんで罵をすすめ

売。

27. 天日はくら〈完Jデ丹て，公つ行手をさえぎ担かくす。

28. 夜は雷鳴をとどろかせて鳥のねむりをさまし，けものはずるどく鳴いて.8まtc百と，
寝きめの鳥を追いあつめ売。

29. ジフはと宇、えよち声をかぎりにさけんで，知ちれざる国へと合図を主主くるー一一ヴォノレ

ガの流れ，黒海のほとれスラーの車ぺ，スーロシュ，コノLスン，さて;士叉汝へ， ト

ム{グラカンの神像上。

30. して，ボーロヴェツの軍勢ば，道左らね道を念ぎつつ，大ドンさしてひきしりぞ〈。

《イーゴリ勢 P:/にきたる>>，兵車のさげて五は深夜にとだをして，さ友がらとび立つ

由烏の羽音のよう。

31.烏ははやくもわぎわいにさきがけて雲の下にか〈れがをもとめ，者金かみ;土谷閣にほ

えて人の心をjs-びやかす，わしはしきりに註いてけものを骨にまねきょせ，きつ怠の

君事はロシアが勢の真紅の揮にほえかかる。

32. ああ，ロシア，だれははや，正のあ友売!

22. rヶーノレスクj-Kursk，Sejm にのぞむ町。

28. 口十、ちのはする左く鳴し、て」云々ーJCBlfCT'b ~l池山出品 CTa3llu (=CBHCT ~meJllIHbI詰 llX COTHlll'lfn 

cor廷a吟， P (Aなし)CBllCT'b :3Bもp盟R'b Bも cntaou(La Geste， 242， Jakobson，“ Speculum ". 

XXVII， 1， op. cit. 52). 

29. rデフJ-Div，Lat. deus， Skr. devas， O. Pr令 deiwsなどと同じくインド・ 3 一口叩パ基礎

語可eiwosにさかのぼることぽのようですがは.Meillet: Linguistique historique et 

linguistique generale， Paris， 1948， 326; イ豆し M. Vasmer， Russisches etymologisches 

Worterもuch，1， Heidelberg， 1953， 350 は元来は Turc語だと考えています)， Avesta daeva 

などと同じく“esprithostile et demoniaque"の意味をもつようになりました。ロシアの [1

韓では烏の7診をした需物と考えられているとし丸、ます (LaGeste， pp. 104， 356) 
「知られざる冨へjー初回IIHe弓uaeMt，7の rpolovcyの地」と同じ意味です。

「スーロシュj-Suroz ケ 1)ミア半島にある今の Sudak.

「コノレスンj-Korsun'(Xersones)，河亡くクリミア一平易にあるギヲシア人のたてた町。

「トムータラカ yj-Tmutarakan'，ギリシア人のたてた Phanagoriaのあとに 8世紀三ろ(?) 

おこったこの時は， Lavrentij竿代記に988年から1094苧迄しばしば品て来ます。代々 01'govici
の勢力範盟でしたが， Slovoが書かれた 12世紀末には恐らく Polovcyの手にあったものと思

われます。 f トム{ダラカシの偶像j とし、うのは多分ここに立っていた非常に L~JV 、異教の神像の

名残りを指すのでしょう。

.31. L高ははやくもJ云々-Jy波e60 四 (PAなし)6も)l.bl ero 1IえceTbIITI1Il，b IIO)l.OOO・[0弓iゎ (PA
IIO瓦06iむ);B日明 rpoayBOpO紛 Tb(P B'1> cpo脇 T'b，A B'bclloiKaTb). lIo)l.06iむを略字と兄て!IOf(060JW-

哩iK>と読むのは Zadon説inaの correspondingpassage にある IIO)l.'b06.lIaKII及び bylina(二

百る再じ表現などを考えあわせた結果だとし、います (LaGeste， 82)。
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33. タぽえのひかちは空にたゆたいってコ，夜に入ヮていつしかきえた。

34. しののゐうのひかbが空を燃やすころ，野もせはもやにつつまれた。

35. 夜うぐいすのさえ守、担も今はまどろみ，からずのざわめきをよびさます。

36. ロシアの子ちは，訟のが名をあげ，君C ほまれをかがやかさんと，ひろき野に真紅の

靖をたてめぐらす。

37. さてもその金曜日の朝まだき，ロシアの千ちはボーロヴェヅの邪教の勢を蹴ちらし，

矢とばかり野にとび、数づて，好どったは， うるわしき示。{ログェツむ訟とめら，さて

ほ叉，とがね，ねり絹，あたいとうとき絹のびろうど。

38. 迂ろ，かっば，かわごろも左ど，あ Fと若うる示。{ロヴェツびとの衣裳をば，沼地や沢

になげいれて，衣裳の橋をかけわたす。

39. くれないの旗，白たえの駿.緋いろの佐詫，しろがね¢柄は，鞘勇のほまれもたかき

スヴャトスラーブの子に!

40. オレークの巣にjない?とてる，たけきろかち辻野に眠る。げにはるけくもとび、つるも

のかた主。

41.まことや，とのうか乞，世に生まれたは，たか，金者たかり，事るは叉，汝菩がち

ず，邪教むボーロヴェツび‘との，えじきと左ちん売めでほ左かで?と!

42. グザーは灰色左ぜる和三なかみのごとく野をはしち， コンチャークほ先導つとめつつ，

もろともに大ドンさしてひいて行く。

43. そのあくる自の朝まだき，血の色の顎やけ辻夜あけをつげた。

44. 黒雲は海よ設追うて四つのBを呑まんとし，その中に青き稲妻しき bにひらめく。

45. やがて告沿いたるいかづちは告そいき売れ大ドンのかたよじ雨は矢とたってふじそ

そごう。

46. ととにこそ，ポ{ロヴェツびとのかぶとにあたって，拾は折れ，~るぎはと tまれよう，

大ドンにほどとむかちぬ，ととカヤルィーむ河のほとりに。

33-34. rタぽえのひかり」云々-J ;~ .. 1'hro (A AOJIro) HO可(吋 (PAH慌時五fp諸問時 (PA， ) ~'apR. 
(PA.なし)C拍T'I， 3arra.'Ia，即ち PAの HOqhを HOqH(Loc. sg.)とし， 3ap廷をl'IlpbltHerbの主
語と解し， eB'In'bをあたらしい文の最初におく訳です。古代のつづり万の習慣では， 3apJIは「タ

やけ」を， 30p況は「輯やけJをさします (LaGeste， 317 f.)。なお喰rraJIaは 3arraJIaTflの

aoristと取ります(J12の註表環)。

37. r金曜Eの朝まだきj-1185年5月3日， この日 SjuurIij河のほとりで Igor'軍と Polovcy
軍の第一屈の戦闘が行われました。 Ipatij年代記 1185年の項〈徐村訳前掲書 476)参索。

40. rオレ戸クの巣においたてる， 1.こげきうからj-O.n:rOBO(P OJIbro君。)rH'E3.n;o.遠征にでかけた 4人
の会はすべて Oleg“Gorislaviさ"の孫 (Igor'，Vsevolod)，ないしひ孫 (Igor' の子 Vladimir~

甥 Svjatoslav)でした。

42. rグザ ~jrコシチャークj-Gza(叉は Gzak)Burnovic， Koncak. Polovcyの二人の Xan
の名，なお1'3aK'b純腕Tb(P 6色JKHTも)は 30のrrOJIOBII，H... no的 romaと向じく，戦詩的後退を意
味するものと解されます (LaGeste， 110)。

44. r程よりJ-Slovoでは「海」はだいていの場合 Azov海をさしています (48も間接)。
46. rカヤノレィーJ-Kajaly. M. Szeftel (La Geste， 110 f.れま Donの河立に近いところで同
じく Azov湾にそそいでいる Kal'mius河を指すものと考えています。 Slovoの語形は PAと

もに当然 Nom.sg. Kajala (fem.)を想定させますが， Ipatij年代記には凶 pim;色KaHJIhlと

あり，恐らく Slovoの失われたテクストでも同形の不変化名詩ではなかったかと Jakobsonは
考えています (LaGeste， 325)。なお語源は K.H. Menges (op. cit.， 28)の云うとおり，r岩の
多いJとし、う意味の Turc語でしょう。
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47. ああ， ロシア，主主れ辻はや，丘むあ注先!

48. 克よ，ストリオミ{グのすえ怠る展段，海よ bさなとり，矢と主主って，いさましきイーゴ

リ勢のおもてを吹く。

49. 地ほとよみ，i可は濁り，塵堕は野を会長号。

50. <<ボーロヴェツの勢い?とるつ lごγ よれ海よちよせき?とる!)>，告ぐる軍旗の戸しき

b 0 

51.殻法草う友7とよ t，叉こtJ.たより，ロシアの勢をひしとかこんだ。
52. 悪讃む子ちがときをつく丹て野をふさげぼ，いさましきロシアの子ちはくれないの楯

を野にすきま左く立てめぐもす。

53. 不退転む意気すさまじき汝，荒れ牛プセーヴ才ロト! 汝の矢は敵陣ゐがけてmあち
れとふちそそぎ，汝がブランクの鰯刀法敵のかぶとにあ売 η て憂然たるひびき主発す。

54. とがねむかぶとをきちめかせて，かの荒れ牛のはせずぎたあと，邪教のともがム，ポ

{ロヴェツび、との首薮はつ;tで山を在す。

55. 百錬のつるぎの前にほ，アヴァーノLのかぶとも左とかたまるべき，二つにたってくだ

け散る一一「さてもめざましい汝のはたちき，荒れ宇ブセーヴ才ロト!

56. はちかちょ，かくてわがブセーヴォロトはとときと先途と斬りたて売。名誉も室も，チ

ェノし=ーゴブも，父祖伝来のこがねの王室も，いとしのきさき， うるわしのグレーボ

ヴナがふかき左さけも宏、れつつc

48. スト担ボ{クーStribog，Vladimir 1 Svjatoslavicがキヲスト教に改宗する前にその偶像を

つくった 5人の神々の一人。 Preobraまenskij(Etimologi尚北ijslovar' russkogo jazyka， II. 
398)は CelOlI(ltll，clIoco6cTBylOll(H註pacceHHHIOce~HI区の意味であろうと云っています。

53. iフラシグの間万J-l'te菅直 xapa崎可託mlIl'HI(lnstr. pl.). M. Szeftel (La Geste， 112)の云う
ように形容詞 xapa..'Iy臨訟のもとになった名詞 xap制 yr'D (土，古代高地ドイツ語 (OldHigh 
German)の charolung(=Carolingien， Francais， Franc)から来たことはまずたしかである

と思われます。なお K.H.現enges，op. cit. 58 f.もこの考えにかたむいています。
56. r載りたてたJ-JλaH(P問日)paR1il， (PA ，なし)，ll.oI)ora 6paTIe r:!sち KltHはもと，ll.IU!(= ，ll.aHTlI 
の aorist，3 pers. sg.)とあったのが筆写のさい誤ってこう書かれたものと考え，従って，ll.opora

は 6paTieにかかる形容認 (Voc.sg. fem.)と解するわけです。なお A.Obrφska-J ahf oIlska 

(op. cit. 121)もこれを支持し，“ towygl号dana najprostszそinterpretaci空白goust宅pu"と

云っています。
v 

チェノレニ{ゴア-Cernigovの町は代々 Ol'goviciの父誤でした。

グレーボグナ-Glebovna. Vsevolodの妃 Ol'gaは Perejaslavl'の GlebJur'ev誌の娘

でした。
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